
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】性質を用いて、条件を満たす自然数の組を求めよう

□整数の割り算

    

 

　次の問題について，考えてみよう。

        

        

        

       

       

       



 

練習１６）

　以下の自然数について，次の問いに答えよ。

　　で割った余りがになる自然数を，次のように

　　　書き出せ。

　　の自然数をで割ったときの余りをその数の

　　　下に書け。

　　で余りがになった自然数について，

　　　で割った余りを更にその下に書き，余りがになる自然数を見つけよ。

　練習１６から，上の問題の私の年齢がわかる。また，次のような計算

をで割ると余りは

 ○   □

 ○あまり あまりなし あまりなし

 あまりなし あまり あまりなし

 あまりなし あまりなし □あまり



求める最小の答えは

　　　○ □  

によって求められる

方法もある。，，で割った余りがそれぞれ，，であるとき，

　　　　　　　　　　……①

を計算する。そして，①から，，の最小公倍数であるを引い

て残りを求める。残りが以上であればまたを引くことを繰り返

す。最後の残りが答えである。いい換えると，①をで割った余り

が答えである。

　　　　　　　   

　　　　　　　　　，

この結果から，私の年齢は歳であるとわかる。

で割った余りは～通り

で割った余りは～通り

で割った余りは～通り

なので組合せは通り


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　この方法は百五減算と呼ばれるもので，

江戸時代の数学書『塵劫記』に同様な

問題と解答が記されている。
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□整数の割り算と商余り

　自然数を自然数で割る割り算を行うと，商と余りが求められる。


















 割られる数  割る数   商  余り 

　例えば，をで割ると，商はで余りはである。この関係を式で書くと，次のようになる。

　　　 

ここで，商は，余りが割る数よりも小さくなるように求めている。このようにして求めた商と余りはただ通りである。

　整数を正の整数で割る割り算も，自然数の割り算と同様に考えられ，上と同様の等式がただ通りに定まる。

整数の割り算

　整数と正の整数について　　　　，　

を満たす整数，は通りに定まる

余りは割る数より

小さくなる

 のときは で割り切れる

 のときは で割り切れないという
　　　　を，をで割ったときの商，を余りという。

例７）　　 であるから　　　　をで割ったときの商は，余りは

　　　　　　   であるから　　　をで割ったときの商は，余りは　　　

余りは以上で，割る数より小さいものになる

      はダメ

 

マイナス倍は向きが逆になる余りは正の方向（右向き）のみ

 割られる数  割る数   商   余り 

 

例題５）， は整数とする。　をで割ると余り，　 をで割ると余る。

　　　　　　次の数をで割ったときの余りを求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　， は，整数，を用いて　　，　　と表される。

　　　   

　　　　　　  

　　　　　　  

　　　よって， をで割ったときの余りはである。

　　　   

　　　　　　  

　　　　　　  

　　　よって， をで割ったときの余りはである。

　　　   

　　　　　     

　　　　　  

　　　よって，をで割ったときの余りはである。
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　例題１において，それぞれの余りに着目すると

　　　　　       

　　　　　        

　　　　　       

である。はをで割ったときの余りであり，は をで割ったときの余りである。よって例題のそれぞれの余りに

余りだけに注目しても、

同じ結果が求められる

着目すると，次のようになっている。

　　をで割った余り余りの和をで割った余り

　　をで割った余り余りの差をで割った余り

　　　をで割った余り余りの積 をで割った余り

○年齢を百五減算で求める話を思いだそう。

　答えの年齢を歳とする。を，，で割った余りがそれぞれ，，であるとき，

　　　　　　……①

を計算し，①をで割った余りがに等しいということであった。

練習１９），，は，，である整数とする。

　　　を，，で割った余りはそれぞれ，，であることを示せ。

　とする。

　　　　　　　  

　　　　であるから，をで割った余りはである。

　　　　　　　  

　　　　であるから，をで割った余りはである。

　　　　　　　  

　　　　であるから，をで割った余りはである。

　

　百五減算の方法では，，，で割った余りがそれぞれ，，であるとき，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の値を使って考察した。このときの係数，，はどのように定められているのだろうか。



　後ほど紹介する合同式を用いて示すと

　   

　    

　   

より一般解は

　  や

　 

とかける

　次の□に適する数を入れて考えよう。

　　はとの公倍数で，  で割ったときの余りが  

　　はとの公倍数で，  で割ったときの余りが  

　　はとの公倍数で，  で割ったときの余りが  

である。

　このことから，百五減算と同様の考え方で，次の問題を解いてみよう。
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□余りによる整数の分類

　で表される数は偶数

　　　　で表される数は奇数

　は なので偶数である。

　余りは割る数より小さいので…

　　整数をで割ったときの余りは，，のいずれか

　　⇒　すべての整数は整数を用いて，　のいずれか

　　整数をで割ったときの余りは，，，のいずれか

  

余りは割る数より小さいので

からのいずれか
   

　　⇒　すべての整数は整数を用いて　，　，　のいずれかの形に表される。

　　つまり整数を正の整数で割ったときの余りに着目すると，すべての整数は，整数を用いて次の　

　　いずれかの形に表される。

　　連続するつの整数の積はの倍数である。

　　連続するつの整数の積はの倍数である。

  でもＯＫ

連続する２つの整数は

   なのでの倍数，

連続する３つの整数はさらに

     より

の倍数でもある。

よって６の倍数といえる

   とすると

    

　また、連続するつの整数には，の倍数が含まれる。

また，連続するつの整数には，の倍数との倍数が含まれる。

よって，連続する整数の積について，次のことが成り立つ。

例題）次のことを証明せよ。【青チャート数学基本例題１２６類題】

　　　連続するつの偶数の乗の和からを引いた数は，の倍数である。

　連続するつの偶数は，整数を用いて，と表される。

　　　　　 
  


        

連続するつの整数，のいずれかはの倍数であるから，その積  はの倍数。

よって，  はの倍数となるので　の倍数である。

したがって，連続するつの偶数の和からを引いた数は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の倍数である。　　　

例題）は整数とする。　『  がで割り切れないとき，その余りはである。』を証明せよ。

【青チャート数学基本例題１２５類題】　　　　　　　　

　４で割る　⇒　余りは，，，のいずれかなので…

　すべての整数は，整数を用いて，，　，　，　

　　　　のいずれかの形に表される。

余り⇒割り切れるので関係ない 確かに割り切れない

とき余り１になる

　のとき　　　　　   
   



　のとき　　　   
     

  

余り⇒割り切れる

　　　　　ので関係ない

　のとき　　　   
     

  

　のとき　　　   
     

確かに割り切れない

とき余り１になる

　　　　　　　　　　　　　　　　　  
   

 がで割り切れないのは，のときで，そのときの余りはである。

よって，  がで割り切れないとき，その余りはである。

  数学と人間の活動【整数の割り算】　～　


